
株式会社 むぎわらぼうし
～顔が見える“すいか”その先の笑顔をめざして～

＜経営改善＞

① 取組みにより、生産性の
向上、コスト削減、安定した
品質のすいか栽培が可能と
なる。

② ＪＧＡＰ認証取得により、
新規取引先の獲得や有利
販売につながり、取引先・
売上げが拡大する（売上げ１割増加）。

③ 従業員の技術等の早期取得が可能になるなど人材育成が
できる。

④ 障がい者の確実なサポート
及び作業内容のマニュアル化
により、障がい者の社会貢献
の場を創出する。

＜基本情報＞
○所在地： 長野県松本市
○設 立： 平成１９年
＜経営概要＞
○経営面積： ５．３ｈａ
○構 成 員： １２人
○主要作物： すいか
＜認証ＧＡＰ＞
○平成30年2月 ＪＧＡＰ認証取得
＜その他＞
○ 地域において環境保全型農業を先駆けて実施。

＜ＧＡＰの普及に向けた取組＞

地域農業者へのＧＡＰ取組みによる改善について情報提供を
している。また、県内外からの視察を積極的に受け入れている。

ＧＡＰ指導員資格を有する社員を地域農業者への指導に派
遣予定。

＜ＧＡＰの取組状況＞

ＧＡＰの取組のきっかけは、取引先のバイヤーのＧＡＰの話し
に刺激を受ける。また、東京オリンピック・パラリンピック競技大
会への食材提供に対する強い思いをもったからである。
平成28年にＪＧＡＰ指導員資格取得、
同年10月に「ＪＧＡＰ委員会」を設立し、
週一で研修・勉強会を開催、全従業員による、
取得農場への訪問研修を開催。
全員によるリスクの洗出し・情報共有、ＩＣＴ
システムの活用による生産履歴記帳の負担
軽減、作業工程マニュアルの携帯など、全従
業員参加型のＧＡＰを実践


